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表
紙
作
品
　「
妄
想
狂
娘
」　
酒
井
　
崇

●
さ
か
い
・
た
か
し

飯
田
市
鼎
出
身
、
飯
田
高
校
49
回
卒
。
多
摩
美

術
大
学
油
画
専
攻
卒
業
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
よ
る

細
密
表
現
の
絵
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
絵
の
モ

チ
ー
フ
は
肖
像
、
植
物
、
風
景
な
ど
様
々
で
す
。

近
年
は
東
京
都
内
の
画
廊
、
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
中
心
に
、
年
一
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
個
展

を
開
催
。
今
年
の
２
月
に
は
、
初
め
て
と
な
る

飯
田
で
の
個
展
も
行
い
ま
し
た
。

題
字
「
稲
穂
」　
高
田
墨
山
＝
書
（
高
7
回
）

■	

ア
ン
グ
ル
　
太
宰
春
台
こ
こ
に
眠
る	

	

表
2

■	

『
稲
穂
』
第
8
号
の
発
刊
に
当
っ
て
　
小
椋
貞
夫		

2

■	

随
想

奇
跡
の
授
業
・
授
業
の
奇
跡
　
冨
永
明
夫		

4

■	

随
想

更
生
保
護
に
生
き
る
　
古
畑
恒
雄		

8

■	
こ
の
人
─
─
　
平
澤
信
夫
さ
ん		

12

■	

随
想

モ
ン
ゴ
ル
の
教
育
に
出
合
っ
て
　
井
上
望
太
郎		

14

■	

随
想
「
書
の
道
」
は
果
て
し
な
く
　
高
田
墨
山		

18

■	

随
想
「
鎮
國
之
山
」
の
碑
を
め
ぐ
る
書
縁
・
人
縁
　
武
藤
高
義		

22

■	

平
成
22
年
度
在
京
飯
田
高
校
同
窓
会
講
演
要
旨
　

	

今
、
テ
レ
ビ
に
必
要
な
も
の
、

	

そ
れ
は
ニ
ー
ズ
（
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
）
で
は
な
く
シ
ー
ズ
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
）
　
小
椋
久
雄		

24

■	

随
想

民
家
で
民
泊
は
、
い
か
が
？
　
麦
島
　
工		

28

■	

在
京
飯
田
高
校
同
窓
会
の
ご
案
内
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充		

31

■	

足
跡
点
描

ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
へ
の
挑
戦
　
村
下
　
達		

32

■	

写
真
で
み
る
ふ
る
さ
と
南
信
州
　
阿
智
村
／
大
鹿
村		

36

■	

イ
ベ
ン
ト

第
1
回
「
飯
田
藩
ゆ
か
り
の
地
を
歩
こ
う
会
」
開
催		

38

■	

随
想

大
正
琴
の
普
及
と
継
承
を
目
指
し
て
　
北
林
　
豊		

39

■	

随
想

堀
本
崇
く
ん
の
こ
と
　
松
本
聖
樹		

43

■	

リ
レ
ー
随
想
「
今
ど
き
結
核
？
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
西
岡
美
由
紀		

46

■	

ク
ラ
ブ
活
動
Ｏ
Ｂ
会
よ
り

放
送
委
員
会
報
告
　
飯
島
誠
一		

50

■	

随
想

マ
ー
ジ
ャ
ン
の
プ
ロ
と
し
て
　
高
見
沢
治
幸		

52

■	

フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
　
上
柳
和
貴
／
片
桐
　
梢		

56

■	

提
言

私
と
小
水
力
発
電
　
平
田
　
達		
58

■	

レ
ポ
ー
ト

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
&
山
村
の
活
性
化
　
金
田
明
夫		
62

■
各
期
同
期
会
の
活
動
状
況
　
　
68
　
　
　
■

編
集
後
記	

75

『
稲
穂
』

昭
和
十
六
年
〜
十
八
年
に
飯
田
中
学
で
刊
行
さ
れ

て
い
た
格
調
高
い『
稲
穂
學
報
』に
因
ん
で
…
…
。

TOSUI

「
豊
」
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